
法

務

省

○

告
示
第
七
号

厚
生
労
働
省

法

務

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労

省
令
第
三
号
）
第
十
三
条
、
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

働
省

基
づ
き
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
、
第
三

十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
講
習
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

法

務

大

臣

上
川

陽
子

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
、
第
三
十

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
講
習

１

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
講
習
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る

者
が
行
う
講
習
と
す
る
。

名
称

所
在
地



株
式
会
社
オ
フ
ァ
ー
ズ

群
馬
県
高
崎
市
上
大
類
町
千
四
十
九
番
地

公
益
社
団
法
人
全
国
労
働
基
準

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
丁
目
二
十
八
番
地
二

関
係
団
体
連
合
会

公
益
財
団
法
人
国
際
研
修
協
力

東
京
都
港
区
芝
浦
二
丁
目
十
一
番
五
号

機
構

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
リ
ソ
ー
ス

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
丁
目
一
番
八
号

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三
丁
目
二
十
六
番
地
二
号

一
般
社
団
法
人
関
西
環
境
開
発

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
津
一
丁
目
二
番
十
九
号

セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
Ｐ
Ｍ
Ｃ

大
阪
府
大
阪
市
北
区
南
森
町
一
丁
目
四
番
十
九
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ザ
サ

広
島
県
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
八
番
二
十
六

八
百
三
号

－

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
広
島

２

規
則
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及

び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
講
習
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
者
が
行
う
講
習
と
す
る
。

名
称

所
在
地

公
益
社
団
法
人
全
国
労
働
基
準

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
丁
目
二
十
八
番
地
二

関
係
団
体
連
合
会



公
益
財
団
法
人
国
際
研
修
協
力

東
京
都
港
区
芝
浦
二
丁
目
十
一
番
五
号

機
構

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
リ
ソ
ー
ス

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
丁
目
一
番
八
号

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三
丁
目
二
十
六
番
地
二
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ザ
サ

広
島
県
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
八
番
二
十
六

八
百
三
号

－

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
広
島

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


